
屋 上 雪 庇 防 止 に 回 す る 基 礎 研 究

1 は じ め に

本 研 究 は 、 山 岳 に お け る 雪 庇 防 止 ● や 防 雪 対 策 に 用 い ら れ て い る 吹 き 払 い ● の 考 え

方 を 取 り 入 れ た 屋 L雪 皮 防 止 工 法 の 可 能 性 を 風 渭 実 験 で 検 討 し た 。 さ ら に 、 風 洞 実 験

結 果 を も と に 作 製 し た 実 大 試 験 体 を 屋 外 に 設 置 し 、 そ の 効 果 を 検 討 し た 。
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2 実 験 方 法 雪 庇 形 成 の 主 要 因 と な る 笠 木 付 近 の 風 の 流 れ を ス モ ー ク ワ イ ヤ 法

で 可 視 化 し 、 雪 庇 防 止 工 法 を 検 討 し た 。 試 験 体 は 、 国 1に 示 す タ イ ア Aか ら Eと し 、

バ ル サ 材 で 作 製 し た 。 な お 、 試 験 体 は 笠 木 部 分 の 高 さ 20● 日、 輌 20ロ ロを 基 準 と し た 。

3 ロ ヨ 実 験 枯 果  ス モ ー ク ワ イ ヤ 法 を 用 い た 風 洞 実 験 結 果 か ら 、 通 の 直 線 部 分 の 長

き 、 煙 直 線 部 分 の 颯 お よ び 通 の 吹 き 払 い 角 度 を 出 定 し た 。 さ ら に 、 図 1に 示 す 基 準 点

で 風 連 の 轟 定 を し た 。 こ れ ら の 結 果 か ら 、 笠 未 付 近 の 積 雪 が 減 少 す る 風 の 流 れ を 検 討

し た 。 こ れ ら の 結 果 を ま と め る と 、 次 の よ う に な る 。

(1)タ イ プ A● 場 合 、 θ s=45・ 、 50° で 吹 き 払 い 角 度 が ほ ぼ 水 平 と な り 、 さ ら に 、 笠

木 部 の 風 達 も 増 加 す る 。 こ の 角 度 で 笠 未 部 分 の 積 雪 が 減 少 し 、 雪 鷹 防 止 効 果 が あ る と

考 え ら れ る 。  (2)タ イ プ Bの 場 合 、 間 瞭 率 1096前 後 で 吹 き 払 い 角 度 が ほ ぼ 水 平 と な

り 、 さ ら に 、 日 僚 部 の 風 遠 も 増 加 す る 。 こ の 同 隙 率 で 笠 本 部 分 の 積 雪 が 減 少 し 、 雪 庇

防 止 効 果 が あ る と 考 え る 。  (3)タ イ プ C、 D、 EO■ 合 、 タ イ プ D、 E〈 θ s=30°

以 上 )で 笠 木 部 分 の 吹 き 払 い 効 果 が 顧 事 に み ら れ る 。 こ れ に 対 し 、 タ イ ブ Cは 吹 き 払

い 姑 果 が み ら れ な い 。

4 屋 外 実 験 結 果  上 述 の 風 洞 実 験 枯 果 を も と に 、 タ イ プ B、 Dの 実 大 試 験 体 を 屋 外

に 設 置 し 、 そ の 効 果 を 検 討 し た 。 写 真 2に タ イ プ Bの 積 雪 状 況 の 1例 を 示 す 。 写 真 の

よ う に 、 笠 木 付 近 の 積 雪 が 減 少 し 、 雪 度 の 形 成 が み ら れ な い 。 タ イ ブ Dの 場 合 、 θ s=

4テ
゛
以 上 で 吹 き 払 い の 姑 果 が み ら れ 、 雪 庇 の 形 成 が み ら れ な い 。

こ れ ら の 結 果 か ら 、 本 研 究 て 検 討 し た 屋 上 雪 庇 防 止 工 法 l■ 、 さ ら に 詳4  ま と め

綱 な 検 討 を 必 要 と す る が 実 用 性 が 可 能 と 考 え る 。
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タ イ プ Bの 積 雪 状 況




